
 お は よ うご ざ い ます 。 ２ 月定 例 会 議の 開 会 にあ た り まし て 、 新し い 年 度に 向

けま し た 県政 運 営 方針 に つ いて 申 し 述べ ま す とと も に 、本 日 提 出い た し まし た

議案 の 概 要に つ い て、 ご 説 明申 し 上 げま す 。  

 

 ２ 月 ９ 日か ら 韓 国・ 平 昌 にお き ま して 、 冬 季オ リ ン ピッ ク が 開催 さ れ 、連 日

熱戦 が 繰 り広 げ ら れて い ま す。  

 

 ス ピ ー ドス ケ ー トの 高 木 美帆 選 手 の活 躍 を はじ め 、 既に 銀 メ ダル ４ 個 、銅 メ

ダル ３ 個 と、 日 本 人選 手 の 活躍 に 私 も大 い に 感動 し 、 勇気 づ け られ 、 ス ポー ツ

の持 つ 価 値、 人 の 心を 揺 さ ぶる 力 を あら た め て実 感 し てい ま す 。  

 

 2 0 2 0 年 の 東 京で のオ リ ン ピッ ク ・ パラ リ ン ピッ ク 、 2 0 2 1 年 の ワ ール ド マス

ター ズ ゲ ーム ズ 2 0 2 1 関 西 大会 、 本 県で 開催 し ま す 2 0 2 4 年 の 第 7 9 回 国民 体 育

大会 お よ び 第 2 4 回全 国 障 害者 ス ポ ーツ 大 会 など の イ ベン ト を 通じ て 、 スポ ー

ツを「 す る」「 みる 」「 ささ え る 」と い う それ ぞ れ の立 場 で 、一人 で も 多く の 方 々

に参 画 い ただ き 、 健康 づ く りや 交 流 拡大 に つ なげ 、 ス ポー ツ で 滋賀 を 元 気に し

てま い り たい と 思 いま す 。  

 

 ま た 、来 る ３月 1 8 日か ら 2 3 日 まで の間 、ブ ラ ジ ル・ブ ラジ リ ア で第 ８ 回 世

界水 フ ォ ーラ ム が 開催 さ れ ます 。 滋 賀県 は こ の中 で 「 湖沼 セ ッ ショ ン 」 を開 催

する こ と とな り ま した 。  

 

 姉 妹 友 好州 で あ るア メ リ カ  ミ シ ガン 州 や ブラ ジ ル  リ オ ・ グラ ン デ ・ド ・

スー ル 州、ま た、国連 環 境 計画（ U N E P）や 国際 湖 沼 環 境委 員 会（ I L E C）とと

もに 、 湖 沼環 境 保 全の 重 要 性を 世 界 に向 け て 発信 す る とと も に 、今 年 1 0 月 に

茨城 県 で 開催 予 定 の 第 1 7 回世 界 湖 沼会 議 に つな ぎ 、 新た な 知 見の 蓄 積 にも 努

めて ま い りま す 。  

 

 こ れ か らの 県 政 を展 望 し ます と 、 スポ ー ツ や文 化 、 琵琶 湖 と いっ た 本 県の 重

要施 策 は もと よ り 、人 口 減 少・ 少 子 高齢 社 会 のさ ら な る進 展 、 団塊 の 世 代が す



べて 後 期 高齢 者 と なる い わ ゆる 2 0 2 5 年問 題 、 新た な 交通 基 盤 の整 備 に よる 人

や物 の 流 れの 変 化 、第 4 次 産 業 革命 によ る 社 会や 暮 ら しの 変 化 など 、社 会の 変

化の ス ピ ード が 加 速す る 中 で、 中 長 期の 展 望 と滋 賀 な らで は の 視座 を 持 って 県

政の ビ ジ ョン を 描 き、 拓 き 、進 め て いか な け れば な ら ない と 考 えま す 。  

 

 次 期 基 本構 想 の 策定 に お きま し て は、 こ の よう な 時 代の 流 れ や社 会 の 変化 を

踏ま え つ つ、 ど の 時代 に お いて も 、 大切 な の は一 人 ひ とり の 「 人」 で あ ると の

思い の も と、 滋 賀 の将 来 を 担う 「 人 」に 焦 点 をあ て 、 県民 が 「 豊か さ 」 や「 幸

せ」 を 実 感で き る よう 取 り 組ん で ま いり た い と考 え て いま す 。  

 

 昨 年 ８ 月に 、 滋 賀県 基 本 構想 審 議 会に 諮 問 し、 ご 審 議を い た だく と と もに 、

関係 団 体 や大 学 生 など 多 様 な主 体 と の意 見 交 換を 実 施 して き た とこ ろ で あり ま

すが 、 来 年度 は 、 審議 会 を 中心 と し なが ら 、 議会 の 皆 様を は じ め市 町 な ど様 々

な方 々 と の議 論 を 重ね 、 Ｓ ＤＧ ｓ の 視点 も 活 用し つ つ 策定 し て まい り た いと 存

じま す 。  

 

 以 下 、 具体 の 説 明に 入 ら せて い た だき ま す 。  

 

 ま ず 、 平成 3 0 年 度の 当 初 予算 案 に つい て で ござ い ま す。  

 

 平 成 3 0 年 度 の 国の 地 方 財政 計 画 にお き ま して は 、 道府 県 税 なら び に 地方 交

付 税 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 対 前 年 度 比 1 . 7％ の 減 、 2 . 0％ の 減 と 見 込 ま れ る 一 方 、

地方 譲 与 税に つ き まし て は 、1 . 5％ の 増と さ れ たこ と な どに よ り まし て 、こ れら

地方 一 般 財源 の 総 額は 、対前 年 度比 0 . 1％ 増の 6 2 兆 １，１５ ９ 億 円と さ れ まし

た。  

 

 本 県 に おき ま し ては 、 地 方交 付 税 およ び 臨 時財 政 対 策債 で 減 収が 見 込 まれ ま

すも の の 、県 税 に おい て 、 それ を 上 回る 増 収 が見 込 ま れま す こ とか ら 、 一般 財

源総 額 は 、前 年 度 から 大 幅 に増 加 し 、３ ， ３ ２７ 億 円 余と な り まし た 。  

 



 結 果 、財 源不 足 額は 、前 年 度よ り 縮小 し た もの の 、最終 的 に 1 0 9 億 円 の不 足

が見 込 ま れま し た こと か ら 、財 源 調 整的 な 基 金 を 6 4 億円 取 り 崩す と と もに 、

財源 対 策 的な 県 債 を 4 5 億 円 発 行し 、 収支 均 衡 を図 り ま した 。  

 

 財 政 の 中長 期 的 な持 続 可 能性 を 表 すプ ラ イ マリ ー バ ラン ス に つき ま し ては 、

５年 連 続 で黒 字 を 維持 し 、 財政 規 律 にも 配 慮 した 予 算 案と い た しま し た 。  

 

 平 成 3 0 年 度 の 一般 会 計 当初 予 算 案の 総 額 は、 ５ ， ３６ ９ 億 ２， ０ ０ ０万 円

とな り 、 前年 度 に 比べ 2 6 億 ２ ，０ ０ ０万 円 、 率に し て 、 0 . 5％ の増 と な っ てい

ます 。  

 

 主 な 歳 入に つ い て申 し 上 げま す 。  

 

 ま ず 、 県税 で ご ざい ま す が、 総 額 は１ ， ６ ４０ 億 円 で、 前 年 度に 比 べ 9 0 億

円、 率 に して 5 . 8％ の増 と な って お り ます 。  

 

 こ の う ち、 法 人 二税 に つ きま し て は、 円 安 や株 高 の 影響 も あ り、 主 に 製造 業

にお い て 収益 が 改 善し て お りま す こ とな ど か ら 、前 年 度 に比 べ て 、 5 3 億 ３ ，９

６０ 万 円 、率 に し て 1 2 . 5％ の大 幅 な 増収 を 見 込ん で い ます 。  

 

 ま た 、 個人 県 民 税に つ き まし て は 、就 業 者 数が 増 加 傾向 に あ り、 給 与 所得 者

の均 等 割 ・所 得 割 の増 加 が 見込 ま れ ます ほ か 、円 安 ・ 株高 傾 向 から 、 株 式等 譲

渡所 得 割 の増 収 が 見込 ま れ ます こ と から 、 前 年度 に 比 べ６ 億 ９ ７０ 万 円 、率 に

して 1 . 1％ の 増 収を 見込 ん で おり ま す 。  

 

 地 方 消 費税 に つ きま し て は、 個 人 消費 の 持 ち直 し を 受け た 譲 渡割 納 付 額の 増

加に よ り 、前 年 度 に比 べ て 、 2 1 億 ４ ，０ ５ ０ 万円 、 率 にし て 11 . 3％ の 増 収が

見込 ま れ 、さ ら に 、今 年 度 、都 道 府 県間 の 清 算基 準 が 見直 さ れ たこ と に より 、

清算 後 に お き ま し ては 、 前 年度 と 比 べて 5 0 億 円 の増 収 を見 込 ん でお り ま す。  

 



 地 方 交 付税 に つ きま し て は、 地 方 財政 計 画 の状 況 な どを 踏 ま えて 試 算 いた し

まし た 結 果 、前年 度 に比 べ 1 0 億 円 、率 にし て 0 . 9％ の 減と なり ま す １ ，１４ ０

億円 を 計 上し て お りま す 。  

 

 ま た 、 県債 に つ きま し て は、 前 年 度に 比 べ まし て 5 0 億 ２ ， ４０ ０ 万 円減 の

7 4 0 億 ８ ， ３０ ０ 万 円を 計 上 して お り ます 。  

 

 そ れ で は、 平 成 3 0 年 度当 初 予 算案 に計 上 い たし ま し た主 な 施 策に つ い て、

申し 上 げ ます 。  

 

 平 成 3 0 年 度は 、「基 本 構想 」お よ び「 行 政経 営 方 針 」の 計 画期 間 の 最 終年 度

を迎 え ま す。  

 

 計 画 に 掲げ て お りま す 目 指す 姿 や 目標 を 実 現し 、 具 体的 な 成 果を 県 民 の皆 様

に実 感 し てい た だ ける よ う 、こ れ ま で積 み 重 ねて き た 取組 を 土 台と し て 、総 仕

上げ に 向 けて 全 庁 あげ て 取 り組 ん で まい る 所 存で あ り ます 。  

 

 基 本 構 想に お き まし て は、「 夢や 希 望に 満 ち た豊 か さ 実感・滋 賀 」を 基本 理念

とし て 掲 げ、こ れ ま で、「人 口 減 少を 見 据え た 豊 かな 滋 賀 づく り 総 合戦 略 」を エ

ンジ ン と して 「 新 しい 豊 か さ」 の 実 現に 向 け て取 組 を 進め て ま いり ま し た。  

 

 ま た 、平 成 2 9 年 度に は 、「 琵 琶湖 の 保全 及 び 再生 に 関 する 法 律」の 制 定 を契

機と い た しま し て 、持 続 可 能な 共 生 社会 を 目 指し 、 琵 琶湖 を 活 かし た 地 域の 魅

力向 上 と 、そ れ を 支え る 経 済基 盤 の 強化 を 通 じて 「 琵 琶湖 新 時 代」 へ の 歩み を

スタ ー ト させ た と ころ で す 。  

 

こう し た 中、 新 年 度に 向 け まし て は 、第 一 に 「だ れ も が健 康 で 、活 躍 す る社 会

づく り 」、 第 二 に「 若者 の 希 望を 叶 え る社 会 づ くり 」、第 三に 「 新 たな 価 値 の創

造・ 発 信」、 第 四に 「琵 琶 湖 や山 と 人 々の 暮 ら しと の つ なが り の 再生 」、こ の４

つの 視 点 を掲 げ 、 施策 構 築 なら び に 予算 編 成 に取 り 組 んで ま い りま し た 。  



 

 と り わ け、来 年度 は「 健 康し が」を キ ーワ ー ド に、「 人 の 健康 」、「自 然 の 健康 」、

「社 会 の 健康 」、こ の「 三 つ の健 康 」の 取組 を 重 点的 に 進 めて ま い りた い と 考え

てい ま す 。  

 

 ま ず 、 一つ 目 は 「人 の 健 康」 で あ りま す 。 ３つ の 柱 に沿 っ て 概要 を 申 し上 げ

ます 。 ま ず、 １ つ 目の 柱 は、「 健 康し が」 を 創 る取 組 で あり ま す 。  

 

 心 と 体 の健 康 を 創出 す る うえ で 、特 に大 切 な のは「 予防 」の 取 組で あ り ます 。

厚生 労 働 省の 統 計 で、 滋 賀 県民 の 平 均寿 命 が 、男 性 が １位 、 女 性が ４ 位 と、 共

に全 国 上 位と な り 、県 民 の 皆様 の 「 健康 長 寿 」へ の 関 心が 高 ま って い る この 機

会に 、 病 気を 未 然 に防 ぐ 予 防、 疾 病 等の 重 症 化を 防 ぐ 予防 、 さ らに は リ ハビ リ

テー シ ョ ン等 に よ る機 能 回 復な ど 、 誰も が 健 康的 に 暮 らし て い くた め の 取組 を

積極 的 に 推進 し て まい り ま す。  

 

 具 体 的 には 、健康 づく り へ の関 心 が 低い と さ れる ３ 、4 0 歳代 の 働 き盛 り 世 代

に積 極 的 に働 き か け、 生 活 習慣 の 改 善や 、 疾 病予 防 ・ 介護 予 防 を推 進 す ると と

もに 、 健 診・ 医 療 ・介 護 や 人口 動 態 ・運 動 ・ 食生 活 な ど、 健 康 に関 し て これ ま

で蓄 積 し てき た デ ータ を 市 町の 皆 さ んと 共 有 し、 予 防 的取 組 を 全県 に 広 げる こ

とに よ り 、健 康 寿 命の 更 な る延 伸 に 向け 取 り 組ん で ま いり ま す 。  

 

 ま た 、 生涯 の う ちに 約 ２ 人に １ 人 が罹 患 し 、約 ３ 人 に１ 人 が 亡く な る と推 計

され る 「 がん 」 は 、決 し て 他人 ご と では あ り ませ ん 。 この た め 、が ん 検 診の 促

進や 、 が ん医 療 提 供体 制 の 充実 は も ちろ ん の こと 、 就 労支 援 な どの 取 組 を通 し

て、 が ん にな る 前 も、 な っ てか ら も 、自 分 ら しく 暮 ら せる 滋 賀 を目 指 し てま い

りま す 。  

 

 健 康 に 直 接 関 わ る「 食」（ 食 べ るも の、食 べる こ と、食 べ方 ）に光 を あ てた 取

組に も 力 を入 れ て まい り ま す。 県 内 大学 等 と 連携 し な がら 、 健 康を 支 え る滋 賀

なら で は の「 食 」 を創 造 し 、県 産 食 材の 消 費 拡大 を 図 ると と も に、 新 た なブ ラ



ンド と し て県 内 外 に発 信 す るこ と に より 、 県 民の 皆 様 の健 康 に 対す る 更 なる 意

識の 向 上 と実 践 に つな げ て まい り ま す。  

 

 ス ポ ー ツや 文 化 の取 組 も、「 健 康し が」 の 創 出に は 欠 かす こ と はで き ま せん 。

この た め 、2 0 2 0 年 開催 の 東 京オ リ ン ピッ ク・パラ リ ン ピ ック に 向 け、国 の 文 化

プロ グ ラ ムを 県 全 体で 積 極 的に 推 進 し、 滋 賀 の文 化 の 魅力 発 信 に努 め ま す。 ホ

スト タ ウ ンの 取 組 を通 じ ま して 、海外 のス ポ ー ツ選 手 や 芸術 家 な ど、ス ポー ツ・

文化 の 面 から 交 流 機会 を つ くる と と もに 、 ス ポー ツ ボ ラン テ ィ アの 養 成 拡大 に

本格 的 に 取り 組 ん でま い り ます 。  

 

 ま た 、2 0 2 4 年 、本県 に お いて 開 催 され ま す 国民 体 育 大会・全 国障 害 者 ス ポー

ツ大 会 に 向け ま し ては 、 主 会場 と な りま す （ 仮称 ） 彦 根総 合 運 動公 園 や 新県 立

体育 館 な ど、 最 少 の経 費 で 最大 の 効 果が 得 ら れる よ う 、で き る 限り 事 業 費の 抑

制に 努 め なが ら 、 県民 の 皆 様の ス ポ ーツ ・ 健 康づ く り の拠 点 と して 、 愛 着を も

って 長 く 利用 し て いた だ け るよ う 、 市町 、 関 係団 体 と 連携 ・ 協 力し な が ら、 着

実に そ の 整備 を 進 めて ま い りま す 。  

 

 ２ つ 目 の柱 は 、「 健康 し が 」を 活 か す取 組 で す。  

 

 「 健 康 し が 」の 様 々な 取 組 を積 極 的 にＰ Ｒ す るこ と に より ま し て、「滋 賀・び

わ湖 ブ ラ ンド 」 の 価 値 を 高 め、 観 光 客や 移 住 者を 滋 賀 へ誘 う と とも に 、 農畜 産

物の 販 売 力の 強 化 にも つ な げて ま い りた い と 考え て お りま す 。  

 

 本 県 が 全国 に 先 駆け て 取 り組 み 、 作付 面 積 も全 国 一 位を 誇 る 環境 こ だ わり 農

業は 、 人 にも 環 境 にも 優 し く、 ま さ に「 健 康 しが 」 に ふさ わ し い取 組 で ある と

感じ て お りま す 。   

 

 今 後 と も、環 境保 全型 農 業 直接 支 払 交付 金 の 安定 し た 制度 運 営 によ り ま して 、

生産 拡 大 を図 る と とも に 、 情報 発 信 等を 通 じ て、 環 境 こだ わ り 農産 物 の ブラ ン

ド力 向 上 と消 費 拡 大を 図 っ てま い り ます 。  



 

 来 年 度 は、 よ り 安全 で 安 心な 農 産 物を 消 費 者に 供 給 する と と もに 、 琵 琶湖 等

の環 境 保 全に も つ なが る 、農 薬 や 化学 肥料 を 使 用し な い オー ガ ニ ック 農 業 など 、

高度 な 取 組へ の ス テッ プ ア ップ も 目 指し て ま いり ま す 。  

 

 ま た 、 健康 に 対 する 意 識 やニ ー ズ の高 ま り を背 景 に 、健 康 ・ 医療 機 器 をは じ

め、 環 境 ・エ ネ ル ギー な ど の関 連 分 野を 中 心 に、 研 究 開発 に お ける コ ー ディ ネ

ート 支 援 機能 の 充 実・ 強 化 や、 金 融 面で の 支 援を 行 う こと に よ り、 本 県 の特 性

を活 か し た事 業 の 創出 に つ なげ 、 地 域経 済 に おけ る 「 稼ぐ 力 」 の好 循 環 を目 指

して ま い りま す 。  

 

 ３ つ 目 の柱 は 、「 健康 し が 」で 暮 ら す取 組 で あり ま す 。  

 

 暮 ら し を支 え る 交通 の 充 実に 向 け まし て 、 真に 必 要 な生 活 交 通路 線 の 維持 確

保や 、 鉄 道駅 の バ リア フ リ ー化 、 市 町や 交 通 事業 者 等 と連 携 ・ 協働 し た 公共 交

通の 活 性 化に 引 き 続き 取 り 組む と と もに 、 新 たな 移 動 サー ビ ス の導 入 や 自動 運

転の 社 会 実装 等 を 見据 え て 、各 地 域 の実 状 、 実態 に 応 じた 持 続 可能 な 地 域公 共

交通 の 実 現を 目 指 して ま い りま す 。  

 

 ま た 、 生き づ ら さや し ん どさ を 抱 える 子 ど もた ち や 、ひ と り 親家 庭 な ど、 誰

一人 取 り 残す こ と なく 、 誰 もが 生 き 生き と 暮 らす こ と がで き る 支え 合 い の取 組

を一 層 推 進し て い く た め 、 県を は じ め、 企 業 、Ｎ Ｐ Ｏ 、個 人 な ど様 々 な 主体 の

協力 の も と、 公 私 協働 で 滋 賀県 社 会 福祉 協 議 会が 設 置 する 「 は ぐく み 基 金」 へ

の助 成 を 行い 、 淡 海子 ど も 食堂 を は じめ と す る活 動 へ の支 援 や 、物 資 の 提供 な

どの 支 援 に取 り 組 んで ま い り ま す 。  

 

 ま た 、 ひと り 親 家庭 の 自 立に 向 け た就 労 や 生活 等 の 総合 的 な サポ ー ト 体制 を

構築 す る ため 、 こ れま で の 就労 相 談 を拡 大 し 、生 活 等 の様 々 な 相談 を 行 うコ ー

ディ ネ ー ター の 設 置や 、 交 流カ フ ェ 等の 多 様 な相 談 支 援に も 取 り組 ん で まい り

ます 。  



 

 ３ つ の 健康 の ２ つ目 、 こ れは 「 自 然の 健 康 」で あ り ます 。  

 

 人 口 増 加時 代 に おい て 失 われ た り 、十 分 得 られ な か った 、 琵 琶湖 や 山 と人 、

人と 人 と のつ な が りを 取 り 戻し 、 先 人か ら 受 け継 い で きた 営 み や英 知 な ど、 琵

琶湖 の 持 つ多 面 的 な価 値 を 再発 見 し、「守 る 」 こと と 、「 活か す 」 こと の 好 循環

をさ ら に 推進 し 、 これ に 「 支え る 」 とい う 視 点も 加 え て、 琵 琶 湖の 保 全 再生 に

取り 組 ん でま い り ます 。  

 

 １ 月 2 2 日 、 琵 琶湖 の 北 湖に お い て、 全 層 循環 を 確 認 い た し まし た 。 確認 時

期と し て は、 過 去 1 0 年 の中 で は 最も 早い 時 期 だそ う で す。 琵 琶 湖が 深 呼 吸を

行い 、 9 0ｍ底 ま で 酸素 が い きわ た っ たと い う こと で あ り 、適 切 な 時期 に 確認 す

るこ と が でき 安 心 して い る とこ ろ で す。  

 

 こ う し た琵 琶 湖 の健 康 に 加え て 、 森・ 川 ・ 里・ 湖 の つな が り の中 で 、 琵琶 湖

の水 源 で ある 山 な どに も 目 を向 け な がら 、 ３ つの 取 組 を進 め て まい り ま す。  

 

 ま ず 、 琵琶 湖 を 「守 る 」 取組 で あ りま す 。  

 

 琵 琶 湖 の最 重 要 魚種 で あ りま す ア ユに つ き まし て は 、昨 シ ー ズン の 記 録的 な

不漁 を 受 け、 追 加 放流 を 行 うな ど 資 源回 復 に 向け た 取 組を 進 め てき ま し たが 、

来年 度 も 引き 続 き 、原 因 究 明の た め の調 査 と とも に 水 産資 源 の 維持 ・ 回 復に 向

けた 取 組 を重 点 的 に進 め て まい り ま す。  

 

 水 草 の 大量 繁 茂 につ き ま して は 、 これ ま で から 継 続 的に 対 策 を講 じ て きて お

りま す が 、来 年 度 も、 関 係 機関 と の 連携 を 図 りな が ら 集中 的 な 根こ そ ぎ 除去 や

表層 刈 取 り、 堆 肥 化に よ る 循環 利 用 等に 取 り 組ん で ま いり ま す 。  

 

 オ オ バ ナミ ズ キ ンバ イ 等 の侵 略 的 外来 水 生 植物 に つ きま し て は、 こ れ まで の

集中 的 な 取組 に よ り、 今 年 度も 生 育 面積 の 縮 減傾 向 を 維持 で き る見 込 み であ り



ます が 、 引き 続 き 、戦 略 的 な防 除 等 を行 う と とも に 、 巡回 ・ 監 視の 徹 底 や多 様

な主 体 と の連 携 に より ま し て、 今 後 ３年 程 度 で「 琵 琶 湖全 体 を 管理 可 能 な状 態

とす る 」 こと を 目 指し て 取 り組 ん で まい り ま す。  

 

 さ ら に 、繁 茂 の 抑制 や 効 率的 な 除 去、 有 効 利用 方 法 の確 立 等 に関 し 、 企業 等

から 技 術 提案 を 広 く募 り 、 対策 の 高 度化 を 図 って ま い りま す 。  

 

 ま た 、 水源 か ん 養等 の 森 林の 多 面 的機 能 の 維持 増 進 のた め 、 ニホ ン ジ カ、 イ

ノシ シ 、 ニホ ン ザ ルお よ び カワ ウ に つ き ま し て、 個 体 数管 理 等 の対 策 を 一層 推

進い た し ます 。  

 

 と り わ け、 ニ ホ ンジ カ に つき ま し ては 、 今 年度 同 様 、１ 万 ９ 千頭 の 捕 獲を 目

標と し 、市町 と も 連 携を 図 り なが ら 、2 0 2 3 年 度 の個 体 数半 減を 目 指 して 取 組 を

進め る と とも に 、 捕獲 さ れ たニ ホ ン ジカ 等 を 地域 資 源 とし て 有 効に 活 用 する た

め、 新 た に、 資 機 材導 入 へ の支 援 を 行う な ど 、ジ ビ エ 料理 で の 活用 を 促 進し て

まい り ま す。  

 

 次 に 、 琵琶 湖 を 「活 か す 」取 組 で ござ い ま す。  

 

 琵 琶 湖 を「 守 る 」た め に も、 琵 琶 湖や そ れ を囲 む 自 然本 来 の 恵み を 大 切に い

ただ き な がら 活 用 し、 そ の 効果 を 保 全再 生 の 推進 へ と つな げ て いく こ と が重 要

です 。  

 

 こ の た め 、県で は 、『琵 琶 湖 を「活 か す人 」が 琵 琶 湖 を「 守る 人 」と な る好 循

環の 創 出』を 目 指す 姿と い た しま し て、「琵 琶 湖保 全 再 生に 向け た 活 用の あ り 方」

につ い て 、３ 月 末 の取 り ま とめ に 向 け検 討 を 進め て お りま す 。  

 

 今 後 は 、こ の 検 討結 果 を 指針 と い たし ま し て、 多 様 な主 体 と 連携 し 、 琵琶 湖

の活 用 に つい て の 啓発 や 発 信を 行 う とと も に 、活 用 に 伴う 環 境 負荷 や 利 益の 享

受に 対 す る適 切 な 負担 の あ り方 に つ いて も 、 幅広 く 議 論し て ま いり ま す 。  



 

 ま た 、 琵琶 湖 の 魅力 を さ らに 高 め 、活 か し てい く た め、 琵 琶 湖周 辺 に おけ る

自然 環 境 や景 観 の 保全 、 観 光資 源 と して の 活 用な ど 、 エリ ア ご とに バ ラ ンス の

取れ た 保 全と 利 活 用の あ り 方に つ い て、 検 討 を進 め て まい り ま す。  

 

 さ ら に 、豊 富 な 森林 資 源 を有 し 、 大き な 可 能性 を 持 つ本 県 の 林業 に つ きま し

ては 、林業・木 材 産 業に 関 す る専 門 的 知識 を も った 人 材 の育 成 に 取り 組 む ほか 、

新た な 木 材利 用 の 促進 な ど によ り 、 琵琶 湖 を 預か る 本 県な ら で はの 林 業 成長 産

業化 を 目 指し て ま いり ま す 。  

 

 国 内 外 問わ ず 多 くの 方 々 に体 験 い ただ い て いる ビ ワ イチ に つ きま し て は、 観

光は も と より 、 健 康や 環 境 など 様 々 な分 野 に もつ な が り、 本 県 が誇 る 資 源で も

あり ま す 。  

 

 こ の ビ ワイ チ を 、誰 も が 安全 ・ 安 心か つ 快 適に 楽 し める コ ン テ ン ツ と して 確

立し て い くた め 、 自転 車 走 行環 境 の 整備 や 、 自然 ・ 歴 史・ 文 化 ・食 な ど 多様 な

資源 を 活 かし た 県 内全 域 へ の自 転 車 によ る 周 遊観 光 の 促進 、 安 全面 で の 啓発 な

ど、 多 様 な主 体 と の連 携 の もと で 、 ハー ド ・ ソフ ト 両 面か ら 効 果的 に 施 策を 推

進し て ま いり ま す 。  

 

 次 に 、 琵琶 湖 を 「支 え る 」取 組 で あり ま す 。  

 

 来 年 度 にお き ま して も 、 国立 環 境 研究 所 琵 琶湖 分 室 との 連 携 を図 り な がら 、

生態 系 保 全も 視 野 に入 れ 、 有機 物 全 体を 捉 え るこ と が でき る 「 ＴＯ Ｃ 」 とい う

指標 を 用 いた 新 た な水 質 管 理や 水 草 の適 正 管 理、 ア ユ をは じ め とす る 在 来魚 介

類の 回 復 等に 資 す る共 同 研 究等 を 推 進す る と とも に 、 研究 成 果 等を 水 環 境ビ ジ

ネス や 水 産業 の 活 性化 な ど の取 組 に つな げ て まい り ま す。  

 

 ま た 、 来年 度 か ら新 船 の 就航 を 予 定し て お りま す 学 習船 「 う みの こ 」 につ き

まし て は 、県 内 全 ての 小 学 ５年 生 を 対象 に 、 宿泊 体 験 型の 教 育 を展 開 し 、環 境



に主 体 的 にか か わ る力 や 人 と豊 か に かか わ る 力を 身 に つけ る こ とで 、『 び わ湖 に

つい て 語 り、 び わ 湖へ の 深 い愛 着 を 持つ 子 ど もた ち 』 を育 ん で まい り ま す。  

 

 さ ら に 、森 林 環 境学 習 「 やま の こ 」や 、 企 業が 行 う 森づ く り の取 組 へ の支 援

を通 じ ま して 、県 民 の森 林 へ の理 解 と 関心 を 深 める と と もに 、「 全 国 植樹 祭 」を

絶好 の 機 会と し て 捉え 、 県 民総 ぐ る みで 支 え る森 林 づ くり を 推 進し て ま いり ま

す。  

 

 ３ つ の 健康 の ３ つ目 は 「 社会 の 健 康」 で あ りま す 。  

 

 近 年 多 発い た し ます 台 風 など の 災 害被 害 や 、社 会 イ ンフ ラ の 老朽 化 、 団塊 の

世代 が す べて 後 期 高齢 者 と なる 2 0 2 5 年に 向 け た対 応 など 、 今 日の 社 会 は多 く

の課 題 を 抱え て お りま す 。  

 

 同 時 に 、Ｉ ｏ Ｔ 、ビ ッ グ デー タ 、 ＡＩ 、 ロ ボッ ト な どの 新 た な技 術 は 、経 済

や社 会 に 変革 を も たら し 、 新た な サ ービ ス や 価値 の 創 出の み な らず 、 様 々な 課

題解 決 に も つ な が る可 能 性 を秘 め て おり ま す 。  

 

 こ の た め、 県 で は、 Ｉ Ｃ Ｔや デ ー タを 積 極 的に 活 用 し、 事 業 者、 大 学 、Ｎ Ｐ

Ｏ、 市 町 等の 多 様 な主 体 と 連携 を 図 りな が ら 、次 世 代 を見 据 え た取 組 を 推進 し

てま い り ます 。  

 

 具 体 的 には 、 産 学金 官 の 連携 に よ り、 Ｉ ｏ Ｔの 利 活 用に か か る最 新 情 報の 共

有や 、 出 会い の 場 の提 供 、 Ｉｏ Ｔ プ ロジ ェ ク トの 構 築 ・実 証 研 究等 を 進 める と

とも に 、 事業 効 果 の高 い プ ロジ ェ ク トに 支 援 を行 い 、 新た な Ｉ ｏＴ サ ー ビス ・

製品 の 事 業化 と 、 イノ ベ ー ショ ン を 引き 起 こ す次 世 代 成長 産 業 の創 出 を 目指 し

てま い り ます 。  

 

 人 々 の 暮ら し や 経済 を 支 える 活 力 ある 県 土 づく り や 、安 全 ・ 安心 な 社 会の 実

現に 向 け まし て は 、社 会 基 盤で あ り ます 公 共 イン フ ラ の整 備 や 、防 災 ・ 減災 対



策、 さ ら には 、 県 民の 皆 様 の暮 ら し を守 る 施 策に し っ かり 取 り 組ん で ま いり ま

す。  

 

 具 体 的 には 、 地 域に 真 に 必要 で 、 誰も が 安 心し て 移 動で き る 道路 ネ ッ トワ ー

クの 構 築 に向 け ま して 、 バ イパ ス や 街路 、 歩 道等 の 道 路基 盤 の 整備 を 積 極的 に

進め 、 人 やも の が 行き 交 う 活力 あ る 県土 づ く りの 実 現 に努 め て まい り ま す。  

 

 ま た 、 近年 の 災 害リ ス ク の高 ま り に対 応 す るた め 、 水を 安 全 に流 す た めの 河

川整 備 を 着実 に 推 進す る と とも に 、「 地先 の 安 全度 」に よ って 、水 害リ ス ク を 県

民の 皆 様 と共 有 し 、そ れ ぞ れの 地 域 の特 性 に 応じ た 流 域治 水 に よる 防 災 ・減 災

対策 を 促 進す る こ とで 、 水 害に 強 い 地域 づ く りを 進 め てま い り ます 。  

 

 さ ら に 、全 国 各 地で 被 害 が多 発 し てい る 土 砂災 害 に 対し ま し ても 、 命 を守 る

こと を 最 優先 に 土 砂災 害 警 戒区 域 等 の指 定 な らび に 施 設整 備 を 推進 し て まい り

ます 。  

 

 ま た 、 これ ま で の地 震 対 策の 取 組 を継 承 し つつ 、 全 国各 地 で 発生 い た しま し

た過 去 の 大規 模 災 害を 教 訓 とし て 、今 年度 策 定 予定 の「（ 仮称 ）滋 賀県 地 震 防 災

プラ ン 」 に基 づ き 、大 規 模 地震 発 生 時に 支 援 を効 果 的 かつ 効 率 的に 受 け るこ と

が出 来 る よう 、 受 援計 画 を 策定 す る など の 取 組を 進 め てま い り ます 。  

 

 原 子 力 災害 に 対 する 県 民 の皆 様 の 安全 ・ 安 心を 確 保 する た め には 、 実 効性 あ

る多 重 防 護体 制 の 確立 が 重 要で あ り ます 。 関 係機 関 と 連携 し 、 実践 的 な 訓練 を

実施 す る とと も に 、原 子 力 防災 資 機 材の 整 備 、防 災 関 係者 の 専 門知 識 の 向上 な

どに 取 り 組ん で ま いり ま す 。  

 

 特 殊 詐 欺に つ き まし て は 、被 害 額 が多 額 に 及ん で い る厳 し い 現状 に 加 え、 高

齢社 会 の 進行 や 犯 行の 多 様 化な ど に より 、 被 害者 リ ス クが 一 段 と増 し て いる こ

とを 踏 ま え ま し て 、金 融 機 関な ど へ のリ ア ル タイ ム で の情 報 提 供と 、 犯 人が 使

用す る 電 話を 無 力 化す る シ ステ ム を 全国 で 初 めて 同 時 に導 入 し 、被 害 の 防止 を



図っ て ま いり ま す 。  

 

 以 上 申 し述 べ て まい り ま した 「 ３ つの 健 康 」に 関 す る施 策 展 開を 図 る 上に お

きま し て は、 取 組 を支 え る 「県 庁 」 や「 学 校 」の 健 康 、す な わ ち、 職 員 や教 職

員の 働 き 方に も 十 分留 意 し てい く 必 要が あ る と考 え ま す。  

 

 県 で は 、行 動計 画 を策 定 し て働 き 方 改革 に 取 り組 ん で いる と こ ろで す が、「 健

康経 営 」と い う 考え 方も 取 り 入れ 、組織 とし て の 力が 最 大 限に 発 揮 でき る よ う、

職員 の 健 康を 重 視 しな が ら、さ ら に取 組を 進 め てま い り たい と 考 えて お り ます 。 

 

 ま た 、 県教 育 委 員会 に お きま し て も、 取 組 方針 を 策 定し 、 子 ども た ち の「 夢

と生 き る 力」 を 育 むた め の 働き 方 改 革に 取 り 組ん で い ると こ ろ であ り ま す。  

 

 来 年 度 は、 新 た に、 ス ク ール ・ サ ポー ト ・ スタ ッ フ や部 活 動 指導 員 の 配置 を

行う な ど 、教 職 員 が健 康 で いき い き と勤 務 す るこ と が でき 、 誇 りや 情 熱 を持 ち

続け 、 学 習指 導 や 生徒 指 導 に集 中 で きる 環 境 を整 備 し てま い り ます 。  

 

 来 年 度 、特 に 重 点的 に 取 り組 む 「 健康 し が 」に 関 わ る取 組 は 以上 ご ざ いま す

が、 こ う した 取 組 に加 え ま して 、 滋 賀の 未 来 創り や 、 直面 す る 課題 へ の 対応 も

しっ か り 進め て ま いり ま す 。  

 

 最 初 に 、情 報 発 信拠 点 「 ここ 滋 賀 」に つ い て申 し 上 げま す 。  

 

 開 設 以 来、 多 く の方 々 か ら様 々 な お声 を い ただ き な がら 、 よ りよ い 拠 点と な

るよ う 取 り組 ん で いる と こ ろで す 。２年 目 を 迎え ま す 平成 3 0 年 度 は、「 ここ 滋

賀」 の 効 果を さ ら に実 感 し てい た だ き、 市 町 や関 係 団 体、 事 業 者の 皆 様 の ご 期

待に 応 え るこ と が でき る よ う、 さ ら なる 拠 点 の充 実 に 努め る と とも に 、 拠点 外

への 展 開 に向 け た 取組 も 実 施し て ま いり ま す 。  

 

 具 体 的 には 、 多 様な 県 産 品の 販 売 や、 よ り 魅力 あ る 企画 催 事 の開 催 に 加え ま



して 、 新 たに イ ン ター ネ ッ トを 活 用 した 販 売 を行 う な ど、 滋 賀 の魅 力 を 体感 す

る機 会 を 増や し て まい り ま す。  

 

 併 せ て 、本 県 に は、 琵 琶 湖と そ の 水源 と な る森 林 、 河川 な ど 豊か な 自 然環 境

や、 美 し い田 園 風 景に 加 え 、数 多 く ある 歴 史 ・文 化 資 源、 さ ら には 、 健 康に つ

なが る 滋 賀の 食 文 化な ど 、 有形 ・ 無 形の 様 々 な可 能 性 を秘 め た 観光 資 源 が数 多

くご ざ い ます 。  

 

 こ う し た素 材 や 魅力 を さ らに 磨 き 上げ 、 観 光振 興 の 機運 を 一 気に 加 速 させ る

ため に 、「 こ こ滋 賀 」か ら の 滋賀 へ の 誘 いの 力 を 増強 す る とと も に 、滋 賀 の 魅 力

があ ふ れ るキ ャ ン ペー ン 「 虹色 の 旅 へ。 滋 賀 ・び わ 湖 」を 県 ・ 市町 ・ 事 業者 が

一体 と な って 進 め 、持 続 的 な地 域 活 性化 に つ なが る ツ ーリ ズ ム を確 立 し てま い

りま す 。  

 

 ま た 、 こう し た 取組 が 一 過性 で 終 わら な い よう に 、 得ら れ た 成果 、 課 題を し

っか り 検 証し 、「 こ こ滋 賀 」や市 町 と も 連携 し な がら 、更 な るキ ャ ン ペー ン に 向

けて 、県民 の 皆 さん も含 め た おも て な し体 制 の ブラ ッ シ ュア ッ プ と定 着 を 図り 、

交流 人 口 の増 加 に つな げ て まい り ま す。  

 

 次 に 、 産業 人 材 の確 保 ・ 育成 に つ いて で あ りま す 。  

 

 地 域 経 済を 支 え る中 小 企 業に お き まし て は、人 手 不足 が見 込 ま れる と と もに 、

経営 者 の 高齢 化 、 後継 者 不 足に つ い ても 、 深 刻な 問 題 とな っ て おり ま す 。  

 

 と り わ け、 本 県 は、 企 業 の廃 業 率 が、 開 業 率を 上 回 って お り 、緊 急 か つ重 要

な課 題 と なっ て い る事 業 承 継に つ き まし て は 、企 業 の 中核 と な る人 材 確 保に 対

する 支 援 や、 制 度 融資 に よ る支 援 の 強化 、 事 業承 継 税 制の 認 定 など 、 経 済団 体

等関 係 機 関と の 連 携の も と 、集 中 的 に支 援 し てま い り ます 。  

 

 人 材 確 保の 面 で は、 県 内 大 学 卒 業 生の 約 ８ 割が 県 外 に就 職 し 、新 規 大 学卒 業



者の ３ 年 以内 離 職 率が 全 国 的に も 約 ３割 と い う高 い 状 況を 改 善 する た め 、若 年

求職 者 が 「働 く な ら滋 賀 ！ 」と 感 じ てい た だ ける よ う 、就 職 支 援協 定 に 基づ く

大学 と の 連携 に よ る情 報 交 換を 行 う とと も に 、県 内 企 業が 行 う 人材 確 保 ・育 成

に対 し て 、支 援 し てま い り ます 。  

 

 ま た 、 イン タ ー ンシ ッ プ を通 じ て 、県 内 外 の学 生 の 職業 観 を 醸成 し 、 県内 企

業等 へ の 理解 を 深 める と と もに 、 県 外の 方 へ 魅力 あ る 県内 企 業 等に つ い て情 報

発信 を 行 い、 大 都 市圏 か ら 県内 中 小 企業 へ の ＵＩ Ｊ タ ーン 就 職 を促 進 し てま い

りま す 。  

 

 さ ら に は、 女 性 の活 躍 推 進に 向 け 、滋 賀 マ ザー ズ ジ ョブ ス テ ーシ ョ ン にお い

て、 ワ ン スト ッ プ で一 貫 し た就 労 支 援を 実 施 して ま い りま す 。  

 

 障 害 者 雇用 に つ きま し て は、「障 害 者働 き・暮 ら し 応 援 セン タ ー 」に お き ま し

て、 法 定 雇用 率 の 未達 成 企 業に 対 し て、 先 進 的な 取 組 に関 す る 情報 の 提 供や 障

害者 と の マッ チ ン グの 機 会 を新 た に 設け る な ど、 障 害 者雇 用 を 地域 全 体 で支 え

る仕 組 み づく り を 推進 し て まい り ま す。  

 

 そ し て 、家 族 の 育児 や 介 護、 看 護 、本 人 の 加療 、 地 理的 条 件 など に よ り外 で

働く こ と が難 し い すべ て の 人た ち の 多様 な 働 き方 が 可 能と な る よう 、 支 援と 周

囲の 理 解 の輪 を 拡 げて ま い りま す 。  

 

 次 に 、 子ど も た ちの 学 ぶ 力の 向 上 を図 り 、 夢と 生 き る力 を 育 む教 育 に つい て

であ り ま す。  

 

 滋 賀 で 学ぶ 子 ど もた ち が 、将 来 に 夢を 描 き なが ら 、 滋賀 で の 学び の 成 果を し

っか り と 身に 付 け 、次 代 を 担う 自 立 した 個 人 とし て 健 やか に 成 長し て い ける よ

う滋 賀 の 教育 を 進 めて い く 必要 が あ りま す 。  

 

 そ の た めに 、 こ れま で の 取組 の 成 果と 課 題 を検 証 し 、そ の 結 果に 基 づ く改 善



方策 を 各 市町 教 育 委員 会 や 各学 校 と 一緒 に 取 り組 め る 体制 を 整 備す る と とも に 、

各学 校 の 特色 あ る 教育 課 程 の編 成 を 進め 、 学 校と 家 庭 ・地 域 が 一体 と な った 子

ども の 生 活・ 学 習 習慣 の 改 善を 進 め てま い り ます 。  

 

 併 せ て 、教 員 の 指導 力 を 高め る 研 修を 充 実 する こ と によ り 、 教員 に 求 めら れ

る資 質 ・ 能力 の 向 上を 図 り 、質 の 高 い授 業 の 実現 に 努 めて ま い りま す 。  

 

 ま た 、 国の 進 め る高 校 教 育改 革 ・ 大学 入 学 者選 抜 改 革な ど を 見据 え て 、Ｉ Ｃ

Ｔを 活 用 した 学 び の研 究 実 践に 取 り 組む と と もに 、 次 期学 習 指 導要 領 の 実施 に

向け た 授 業改 善 を 進め て ま いり ま す 。  

 

 こ う し た取 組 を 粘り 強 く 進め て い くこ と で 、子 ど も たち 一 人 ひと り の 学ぶ 力

を高 め 、 本県 全 体 の学 力 の 向上 に つ なげ る と とも に 、 県 内 の 学 校に お け る子 ど

もた ち の 学習 環 境 の整 備 を 着実 に 進 め、 新 し い時 代 を 切り 拓 く 力を 育 む 滋賀 の

教育 を 推 進し て ま いる 所 存 であ り ま す。  

 

 以 上 、主 に 一 般会 計に 係 り ます 施 策 につ い て、そ の 概要 を申 し 上 げま し た が、

この ほ か に、 特 別 会計 は 1 3 会 計 で ２， ７ ５ ７億 ８ ， ２１ １ 万 ３千 円 、 企業 会

計は ４ 会 計で 7 2 6 億３ ， ７ ８０ 万 円 を計 上 し てお り ま す。  

 

 来 年 度 に 向 け た 施 策 構 築 に 当 た り ま し て は 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 1 7 の 目 標 と 、 1 6 9

のタ ー ゲ ット を も とに 、 持 続可 能 な 滋賀 の 実 現に 向 け 、幅 広 い 視点 か ら 新た な

施策 の 展 開や 事 業 創出 を 目 指す と と もに 、 既 存の 仕 組 みや 枠 組 みに つ い ても 必

要な 見 直 しに 取 り 組ん で ま いり ま し た。  

 

 本 県 は 、三 方 よし の精 神 や、福 祉 や環 境の 先 進 的な 取 組 に代 表 さ れる よ う に、

これ ま で から 様 々 な主 体 の 活動 に お いて 、 Ｓ ＤＧ ｓ に も通 ず る 意識 が 根 付き 、

その 実 践 が図 ら れ てき ま し た。  

 

 今 一 度 、Ｓ Ｄ Ｇ ｓの 視 点 で県 の 施 策を 見 つ めな お し 、施 策 の ブラ ッ シ ュア ッ



プや 新 た な創 造 を 行う こ と で、 本 県 の課 題 に 対応 し つ つ強 み を 活か し た 施策 展

開を 図 っ てま い り たい と 存 じま す 。  

 

 次 に 、 今後 の 行 政経 営 に つい て 申 し上 げ ま す。  

 

 昨 年 ６ 月、「 今 後 の財 政 収 支見 通 し と財 政 運 営の 基 本 的な 考 え 方 」を公 表 いた

しま し た が、 平 成 3 0 年 度当 初 予 算案 の決 定 や 、内 閣 府 の「 中 長 期の 経 済 財政

に関 す る 試算 」 の 公表 、 さ らに は 、 大規 模 事 業に 係 る 熟度 の 高 まり 等 を 踏ま え

まし て 、 今般 、 2 0 2 6 年度 ま で の財 政 収 支見 通 し の再 試 算 を行 い ま した 。  

 

 今 回 の 再試 算 に おき ま し ても 、 前 回同 様 、 経済 成 長 率が 低 位 な「 ベ ー スラ イ

ンケ ー ス 」と 高 位 な「 成 長 実現 ケ ー ス」 の ２ つの ケ ー スで 試 算 を行 い ま した 。  

それ ら の 中間 値 で 申し 上 げ ます と 、 来年 度 から 2 0 2 6 年度 ま で の財 源 不 足額 の

累計 は 9 3 9 億 円 で 、前 回 の 試算 か ら 約 2 0 0 億円 縮 小 し てお り ま す。  

 

 こ れ は 、景 気 回 復や 個 人 消費 の 持 ち直 し に よる 県 税 収入 の 増 加や 、 内 閣府 試

算の 名 目 長期 金 利 引下 げ に よる 公 債 費の 減 の ほか 、 昨 年の 夏 以 降、 全 庁 で進 め

てま い り まし た 収 支改 善 の 取組 が 一 定寄 与 し たも の と 考え て お りま す 。  

 

 し か し なが ら 、 前回 に 比 べて 一 定 改善 は い たし ま し た も の の 、一 定 の 前提 条

件に 基 づ く試 算 で あり 、 依 然と し て 厳し い 状 況に 変 わ りは な く 、今 後 の 経済 情

勢の 変 化 によ る 県 税収 入 の 減少 や 、 金利 上 昇 によ る 公 債費 の 増 嵩リ ス ク 、さ ら

には 、 地 方の 一 般 財源 総 額 に関 す る 国の 方 針 が 不 透 明 なこ と 等 にも 十 分 留意 し

てい く 必 要が あ る と考 え て おり ま す 。  

 

 こ の よ うな 財 政 状況 に あ りま し て も、 滋 賀 の未 来 の ため 、 人 口減 少 を はじ め

とす る 県 を取 り 巻 く環 境 変 化を 踏 ま えな が ら 様々 な 行 政課 題 に 的確 に 対 応し 、

県と し て の役 割 を しっ か り と果 た し てい く 必 要が あ り ます 。 そ のた め 、 現在 、

平 成 3 0 年度 が 最 終年 度 と な り ま す 「行 政 経 営方 針 」 に代 わ る 次期 方 針 の検 討

を進 め て いる と こ ろで す 。  



 

 次 期 方 針の 策 定 にあ た り まし て は 、財 源 や 人材 な ど 、限 り あ る経 営 資 源を 最

大限 活 用 しな が ら 、行 政 課 題に 的 確 に対 応 し 、成 果 を 挙げ て い く行 政 経 営の 取

組と と も に、 今 回 の再 試 算 を踏 ま え て歳 入 ・ 歳出 両 面 から の 取 組を 加 速 化し 、

平 成 3 0 年度 夏 に 示さ れ る 見込 み の 国の 地 方 財政 に 係 る方 針 や 状況 変 化 等を 踏

まえ 、 収 支改 善 目 標を 設 定 し、 財 源 不足 の 縮 減に 向 け た具 体 的 な取 組 内 容を 定

めて 参 り たい と 考 えて お り ます 。  

 

 そ れ で は、 次 に 、当 面 す る諸 課 題 につ い て ２点 申 し 上げ ま す 。  

 

 ま ず 、 滋賀 県 犯 罪被 害 者 等支 援 条 例の 制 定 につ い て 、申 し 上 げま す 。  

 

 県 で は 、「 な く そ う犯 罪 」滋 賀 安全 な まち づ く り条 例 に 基づ く 基 本方 針 の 中に

「犯 罪 被 害者 や 弱 者の 支 援 」を 掲 げ 、支 援 施 策を 推 進 して き ま した 。  

 

 し か し 、依 然 と して 県 民 誰も が 予 期せ ぬ 犯 罪等 に 巻 き込 ま れ 、犯 罪 被 害者 と

なり う る 現状 が あ る中 で 、 犯罪 被 害 者等 支 援 への 理 解 は不 十 分 なま ま で ある こ

と、 関 係 する 行 政 機関 お よ び民 間 支 援団 体 そ の 他 の 関 係者 の 連 携が 不 十 分で あ

るこ と な ど、 様 々 な課 題 が 顕在 化 し てま い り まし た 。  

 

 今 定 例 会議 に 上 程し て お りま す 条 例案 に お きま し て は、 犯 罪 被害 者 等 がひ と

りの 県 民 とし て 、 一日 も 早 く平 穏 な 暮ら し を 取り 戻 す こと が で きる よ う 、多 様

な主 体 が 連携 し 、 県民 み ん なで 犯 罪 被害 者 等 の心 に 寄 り添 っ た 支援 施 策 を定 め

るこ と と して い ま す。  

 

 本 県 条 例案 の 特 色と い た しま し て 、基本 理 念 に「 更な る 被害 」へ の 配 慮や「 コ

ーデ ィ ネ ータ ー 」 を中 心 と した 総 合 的支 援 体 制の 整 備 、関 係 機 関・ 団 体 によ る

「滋 賀 県 犯罪 被 害 者等 支 援 推進 協 議 会」 の 組 織、 支 援 従事 者 に 対す る 支 援な ど

につ い て の規 定 等 を盛 り 込 んで お り ます 。  

 



 次 に 、 国民 健 康 保険 事 業 につ い て 申し 上 げ ます 。  

 

 国 民 健 康保 険 法 の改 正 に より 、 平 成 3 0 年 ４月 か ら 、県 は 財 政運 営 の 責任 主

体と し て 、安 定 的 な財 政 運 営や 効 率 的な 事 業 の確 保 等 の国 民 健 康保 険 運 営に 中

心的 な 役 割を 果 た す必 要 が ござ い ま す。  

 

 こ の た め、 国 民 健康 保 険 事業 特 別 会計 を 設 置 い た し まし て 、 加入 者 に 対し て

必要 な 医 療費 等 を 支払 う と とも に 、 市町 か ら 受益 と 負 担能 力 に 応じ た 納 付金 を

いた だ く 仕組 み を 構築 し て まい り ま す。  

 

 市 町 間 にお け る 加入 者 の 保険 料 負 担額 に 差 が生 じ な いよ う 、2 0 2 4 年 度 以降 の

出来 る だ け早 い 時 期に 、 県 内の ど こ に住 ん で いて も 、 同じ 所 得 、同 じ 世 帯構 成

であ れ ば 同じ 保 険 料と な る 「保 険 料 水準 の 統 一」 を 目 指し て ま いり ま す 。  

 

 国 民 健 康保 険 は 、医 療 保 険制 度 の 基盤 と し て、 県 民 の暮 ら し を支 え る セー フ

ティ ー ネ ット と し ての 役 割 を果 た し てお り 、 制度 の 安 定 運 営 は 県に 求 め られ る

重要 な 責 務で あ る と考 え て おり ま す こと か ら 、関 係 者 の ご 理 解 とご 協 力 を得 な

がら 、 新 制度 を 円 滑に 運 営 して ま い る所 存 で あり ま す 。  

 

 そ れ で は、 今 定 例会 議 に 提出 い た して お り ます 案 件 の概 要 に つい て 順 次ご 説

明申 し 上 げま す 。  

 

 ま ず 、 条例 案 件 につ い て でご ざ い ます 。  

 

 議 第 1 9 号 は 、 住宅 宿 泊 事業 法 の 規定 に 基 づき 、 住 宅宿 泊 事 業の 実 施 を制 限

する 区 域 およ び 期 間を 定 め るた め 、  

 

 ま た 、 議 第 2 0 号は 、 先 ほど ご 説 明申 し 上 げた と お り、 犯 罪 被害 者 等 の心 に

寄り 添 っ た支 援 施 策を 総 合 的か つ 計 画的 に 推 進す る こ とを 図 る ため 、  

 



 そ れ ぞ れ、 新 た に条 例 を 制定 し よ うと す る もの で ご ざい ま す 。  

 

 議 第 2 1 号 は 、 旅館 業 法 等の 一 部 改正 に 伴 い、 ホ テ ル営 業 お よび 旅 館 営業 の

営業 種 別 につ い て 、必 要 な 規定 の 整 理を 行 う ため 、 ま た、 国 の 規制 の 緩 和に 合

わせ 、 本 県に お い ても 規 制 を緩 和 し 、規 制 の 水準 の 整 合を 図 る ため 、 改 正を 行

おう と す るも の で す。  

 

 議 第 2 2 号 は 、 びわ 湖 ホ ール の 舞 台機 構 改 修工 事 の 実施 に 当 たり 、 建 設工 事

等総 合 評 価審 査 委 員会 を 県 民生 活 部 に設 置 す るた め お よび 滋 賀 県就 学 指 導委 員

会の 機 能 の拡 充 を 図り 、 そ の名 称 を 変更 す る ため 、 改 正を 行 お うと す る もの で

ござ い ま す 。  

 

 議 第 2 3 号 は 、事 務事 業 の 見直 し に よる 事 務 の縮 小 、廃 止お よ び 拡大 に 伴 い、

滋賀 県 職 員の 定 数 を改 定 し よう と す るも の で す。  

 

 議 第 2 4 号 は 、 森林 組 合 法の 一 部 改正 に よ り措 置 さ れた 生 産 森林 組 合 の認 可

地縁 団 体 等へ の 組 織変 更 に 係る 事 務 手続 き に つい て 、 所要 の 改 正を 行 お うと す

るも の で す。  

 

 議 第 2 5 号 は 、 職員 に 対 する 特 殊 勤務 手 当 につ い て 、よ り 業 務の 実 態 や特 殊

性に 応 じ たも の と する た め 、改 正 を 行お う と する も の です 。  

 

 議 第 2 6 号 は 、地 方独 立 行 政法 人 法 の一 部 改 正に 伴 い 、ま た議 第 2 7 号 は 、地

方自 治 法 の一 部 改 正に 伴 い 、必 要 と なる 改 正 を行 う も ので す 。  

 

 議 第 2 8 号 は、国 民健 康 保 険法 等 の 一部 を 改 正す る 法 律の 施 行 に伴 う 改 正を 、  

議 第 2 9 号は 、 高 齢者 の 医 療の 確 保 に関 す る 法律 の 規 定に よ り 、滋 賀 県 後期 高

齢者 医 療 広域 連 合 から 徴 収 する 財 政 安定 化 基 金拠 出 金 の額 を 算 出す る 際 に乗 じ

る割 合 を 変更 す る ため の 、 改正 を 行 おう と す るも の で ござ い ま す。  

 



 議 第 3 0 号 は 、学 習船「 う み の こ 」の 建造 に 係 る事 業 が 平成 2 9 年 度 末を 持 っ

て終 了 す るた め 、 条例 を 廃 止し よ う とす る も ので ご ざ いま す 。  

 

 議 第 3 1 号 は 、 国の 地 方 消費 者 行 政活 性 化 基金 の 活 用期 限 が 延長 さ れ たこ と

に伴 い 、 条例 の 有 効期 限 を 延長 し よ うと す る もの で す 。  

 

 議 第 3 2 号 は 、 国の 子 育 て支 援 対 策臨 時 特 例交 付 金 事業 の 実 施期 間 が 延長 さ

れる こ と に伴 い 、 条例 の 有 効期 限 を 延長 し よ うと す る もの で す 。  

 

 議 第 3 3 号 は 、 国民 健 康 保険 財 政 安定 化 基 金を 市 町 に対 し 資 金を 貸 し 付け る

事業 お よ び交 付 す る事 業 に 必要 な 費 用 を 充 て るた め 、 改正 し よ うと す る もの で

す。  

 

 議 第 3 4 号 は 、 身体 障 害 者等 に 対 する 自 動 車取 得 税 およ び 自 動車 税 の 減免 制

度の 見 直 し等 の た め の 改 正 です 。  

 

 議 第 3 5 号 は 、 土壌 汚 染 対策 法 等 の一 部 改 正等 に よ る手 数 料 の追 加 お よび 額

の改 定 を 行い 、 な らび に 駐 車場 の 使 用料 の 減 免の 対 象 とな る 障 害者 の 範 囲を 見

直す た め の改 正 で あり ま す 。  

 

 議 第 3 6 号 は 、 地方 公 共 団体 の 手 数料 の 標 準に 関 す る政 令 の 一部 改 正 等に よ

り、 手 数 料の 額 の 標準 が 改 めら れ ま すこ と か ら、 警 察 関係 事 務 手数 料 の 額を 改

定す る た め、 改 正 を行 お う とす る も ので す 。  

 

 議 第 3 7 号 は 、 指定 居 宅 サー ビ ス 等の 事 業 の人 員 、 設備 及 び 運営 に 関 する 基

準等 の 一 部改 正 に 伴い 、 必 要な 改 正 を行 う と とも に 、 介護 保 険 法の 一 部 改正 に

より 、 指 定居 宅 介 護支 援 事 業者 の 指 定権 限 が 市町 へ 移 譲さ れ ま すこ と か ら、 関

係条 例 を 廃止 し よ うと す る もの で す 。  

 

 議 第 3 8 号 は 、 児童 福 祉 法に 基 づ く指 定 通 所支 援 の 事業 等 の 人員 、 設 備及 び



運営 に 関 する 基 準 等の 一 部 改正 に よ り、 必 要 な改 正 を 行お う と する も の です 。  

 

 議 第 3 9 号 は 、 青少 年 が 安全 に 安 心し て イ ンタ ー ネ ット を 利 用で き る 環境 の

整備 等 に 関す る 法 律の 一 部 改正 に 伴 い、 必 要 な改 正 を 行お う と する も の です 。  

 

 議 第 4 0 号 は 、 認知 症 等 の理 由 に より 収 入 の申 告 が 困難 な 者 とし て 知 事が 認

めた 者 に つい て 、 収入 の 申 告を 不 要 とし 、 知 事が 調 査 によ り 把 握し た 収 入に よ

り収 入 の 認定 を 行 うこ と と する た め 、改 正 を 行お う と する も の です 。  

 

 議 第 4 1 号 は 、 屋外 広 告 物法 の 規 定に 基 づ き、 広 告 物の 表 示 の禁 止 等 の条 例

の制 定 お よび 改 廃 に関 す る 事務 を 、 景観 行 政 団体 で あ る東 近 江 市に お い て処 理

する こ と とす る た めの も の であ り ま す。  

  

 議 第 4 2 号 は 、 滋賀 県 水 道用 水 供 給事 業 が 供給 す る 水道 用 水 の使 用 料 金に つ

いて 、 電 気料 金 の 値下 げ に 伴い 、 そ の料 率 を 改定 す る ため 、 改 正を 行 お うと す

るも の で す。  

 

 議 第 4 3 号 は 、 県内 に 義 務教 育 学 校が 設 置 され る こ とに 伴 う 必要 な 規 定の 整

備、 お よ び標 準 学 級数 の 増 減等 に 伴 う市 町 立 学 校 の 県 費負 担 教 職員 の 定 数を 改

定し よ う とす る も ので す 。  

 

 議 第 4 4 号 は 、 滋賀 県 立 長浜 北 高 等学 校 を 移転 さ せ るこ と か ら、 改 正 を行 お

うと す る もの で す 。  

 

 議 第 4 5 号 は、 地 方警 察 職 員の 定 員 を改 定 し よう と す るも の で す。  

 

 次 に 、 その 他 の 案件 で ご ざい ま す 。  

 

 議 第 4 6 号 は、 契 約の 変 更 につ き ま して 、  

 



 議 第 4 7 号 は、 財 産の 取 得 につ き ま して 、  

 

 議 第 4 8 号 およ び 議第 4 9 号 は 、権 利 放棄 に つ きま し て 、  

 

 議 第 5 0 号 は 、 琵琶 湖 流 域下 水 道 高島 処 理 区の 管 理 に要 す る 経費 に つ いて 関

係市 が 負 担す べ き 金額 を 定 める こ と につ い て 、  

 

 議 第 5 1 号 は、 一 級河 川 の 指定 の 変 更に つ い て意 見 を 述べ る こ とに つ い て、  

 

 議 第 5 2 号 は、 包 括外 部 監 査契 約 の 締結 に つ いて 、  

 

 そ れ ぞ れ議 決 を 求め よ う とす る も ので ご ざ いま す 。  

 

 次 に 、 議 第 5 3 号は 、 国 の補 正 予 算に 対 応 する 一 般 会計 の 補 正予 算 で ござ い

ます 。  

 

 地 方 創 生拠 点 整 備交 付 金 を活 用 し た事 業 や 防災 ・ 減 災に 係 る 公共 事 業 に要 す

る経 費 な どを 計 上 しよ う と する も の でご ざ い まし て 、 総額 で 5 1 億 ８ ， ４８ ８

万円 を 増 額補 正 し よう と す るも の で ござ い ま す。  

 

 以 上 、 何と ぞ よ ろし く ご 審議 い た だき ま す よう 、 お 願い 申 し 上げ ま す 。  

 

 最 後 に 少し お 時 間を い た だき ま し て、 今 後 の県 政 運 営に つ き まし て 、 私の 所

信の 一 端 を申 し 述 べた い と 存じ ま す 。  

 

 平 成 2 6 年 ７ 月 に県 政 を お預 か り させ て い ただ き 、 早く も ４ 年近 く が 経過 い

たし ま し た 。就任 以 来今 日 ま で、「 対 話・共 感・協働 」、「 現 場主 義 」等 を 基本 姿

勢と い た しま し て 全力 を 尽 くし て ま いっ た と ころ で あ りま す 。  

 

 こ れ ま で御 支 援 いた だ き まし た 県 民の 皆 様 に深 く 感 謝を 申 し 上げ ま す 。特 に



議員 各 位 にお か れ まし て は 、文 字 ど おり 県 政 運営 の 車 の両 輪 と して 、 日 々御 尽

力、 御 協 力を 賜 っ てお り ま すと と も に、 若 輩 未熟 で あ る私 に 多 くの 御 指 導も い

ただ い て まい り ま した 。 こ こに 改 め て厚 く 御 礼申 し 上 げま す 。  

 

 振 り 返 って み ま すと こ の ４年 間 は 、本 県 に おい て も 人口 減 少 が現 実 の もの と

なり 、 か つて 経 験 した こ と のな い 超 高齢 社 会 に向 か お うと し て いる 、 ま た、 科

学技 術 の 急速 な 進 展な ど に より 社 会 や経 済 の あり 方 が 大き く 変 わろ う と して い

る、 ま さ に歴 史 的 な転 換 点 にあ る と 認識 し て いま す 。  

 

 県 政 運 営 に お き ま し て は 、 就 任 時 に 掲 げ さ し て い た だ き ま し た ３ つ の 理 念 、

「『 人 の力 』を 活 か し、『 い の ち』を守 り、『 草 の 根自 治 の 滋賀 』を発 展 さ せる 」、

「び わ 湖 や自 然 と 共に 生 き 、全 て の 人に 居 場 所と 出 番 のあ る 『 共生 社 会 滋賀 』

をつ く る」、「『 滋 賀 の力 』を伸 ば し、活 かし 、力強 く 持 続的 な『 経 済と 雇 用 の滋

賀』 を つ くる 」 こ のこ と を 常に 念 頭 に置 き 、 取り 組 ん でま い り まし た 。  

 

 滋 賀 県 基本 構 想 は、「夢 や 希 望に 満 ちた 豊 か さ実 感・滋 賀」を 基本 理 念 に、今

だけ 、 モ ノだ け 、 おカ ネ だ け、 自 分 だけ の 豊 かさ で は ない 、 す べて の 人 が、 将

来も 持 続 的に 、心 で 実感 で き る滋 賀 ら しい「 新 し い 豊か さ 」を 追求 す べ く 、様 々

な施 策 を 展開 し て まい り ま した 。  

 

 お か げ さま で 、 まさ に お かげ さ ま で刑 法 犯 認知 件 数 の減 少 や 交通 事 故 発生 件

数の 大 き な減 少 、 観光 入 込 客数 の 大 幅増 加 が 見ら れ ま した ほ か 、国 立 環 境研 究

所「 琵 琶 湖分 室 」 の設 置 や 、東 京 ・ 日本 橋 で の「 こ こ 滋賀 」 の 開設 、 彦 根市 で

の「 ジ ェ トロ 滋 賀 貿易 情 報 セン タ ー 」の 開 設 など こ れ から の 施 策展 開 に 向け た

基盤 整 備 を図 る こ とが で き まし た 。  

 

 今 、 こ うし た 基 盤を 活 用 して の 成 果を 求 め られ て お りま す 。 加え て 、 これ ま

で経 験 し たこ と の ない ア ユ の不 漁 や 水草 繁 茂 、外 来 水 生植 物 に よる 侵 食 など 新

たな 課 題 が多 く あ り、 さ ら には 、 近 年頻 発 い たし ま す 集中 豪 雨 をは じ め とす る

自然 災 害 への 対 応 、本 格 化 する 人 口 減少 や 超 高齢 社 会 への 対 応 、県 財 政 健全 化



など 、 難 しい が 未 来に 向 け て乗 り 越 える 、 切 り開 い て 行か な け れば な ら ない 大

きな テ ー マが 眼 前 にご ざ い ます 。  

 

 し か し 、滋 賀 県に は力 が あ りま す 。古 来、琵 琶湖 を は じめ とす る 自 然の 中 で 、

その 恵 み を大 切 に いた だ き なが ら 、 人が 人 と とも に 世 界と の 関 わり の 中 で育 ん

でき た 力 、我 が 国 の歴 史 を 先導 し て きた 力 が ござ い ま す。 そ の 力を 伸 ば すこ と

とと も に 、２ ０ ２ １年 の 全 国植 樹 祭 、２ ０ ２ ４年 の 国 民体 育 大 会・ 全 国 障害 者

スポ ー ツ 大会 を は じめ 、 予 定さ れ て いる 各 種 イベ ン ト への 準 備 を着 実 に 進め 、

それ ら を 未来 の 滋 賀へ の 更 なる 活 力 へと つ な いで い く 責任 が 私 たち に は あり ま

す。  

 

 ７ 月 に 任期 満 了 を迎 え る に当 た り 、私と い た しま し て は、「 一 緒に 頑 張 り まし

ょう 」 の 精神 で 、 力を 合 わ せて 数 々 の課 題 に 向き 合 い 、真 に 持 続可 能 な 滋賀 を

作る こ と、「 新 し い 豊か さ 」を 全 ての 県 民が 実 感 でき る 滋 賀を 県 民 の皆 様 と 共に

築く た め 、引 き 続 き県 政 を 担わ せ て いた だ き たく 、 来 る知 事 選 挙に お き まし て

県民 の 皆 様方 の 御 審判 を 仰 ぐ決 意 を 固め ま し た。  

 

 議 員 の 皆様 に は 、貴 重 な お時 間 を 賜り ま し たこ と に 感謝 申 し 上げ ま す とと も

に、 今 後 とも 県 政 の推 進 に 一層 の 御 指導 、 御 鞭撻 を お 願い 申 し 上げ 、 私 から の

説明 を 終 わら せ て いた だ き ます 。 御 静聴 あ り がと う ご ざい ま し た。  

 


